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▼
台
風
21
号
倒
木
事
故
に
係
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
に
つ
い
て

台
風
21
号
に
伴
う
町
有
地

の
倒
木
に
よ
り
、
栗
山
い
ち

い
保
育
園
屋
外
施
設
の
一

部
に
損
害
を
与
え
た
こ
と

か
ら
、
施
設
修
繕
相
当
額
を

賠
償
す
る
こ
と
で
和
解
す

る
も
の
で
、
損
害
賠
償
の
額

は
１
５
５
万
９
５
２
０
円

で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
１

１
１
８
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
86
億
４
１
７
５

議    

案

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

補
正
の
内
容
は
、
台
風
21
号

及
び
平
成
30
年
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
伴
う
公
共

施
設
等
の
復
旧
の
ほ
か
、
農

業
者
の
施
設
等
復
旧
支
援
、

指
定
避
難
所
で
支
給
し
た

備
蓄
食
糧
等
の
経
費
に
係

る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
９
３
万

３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
億
２
４
３
１
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
、
補
正
の
内

容
は
、
平
成
30
年
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
伴
う
被
災

箇
所
の
復
旧
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
支
出
で
２
９
６
４

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
５
億
９
９
１
３
万
円
と

す
る
と
と
も
に
、
資
本
的
支

出
で
６
４
４
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
７
億
３
４

５
３
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
、
補
正
の
内
容
は
、
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
に
よ
る
下
水
道
管
等

の
復
旧
修
繕
等
の
経
費
に

係
る
補
正
で
す
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

町
内
各
小
中
学
校
の
校
務

用
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す
る

も
の
で
、
取
得
予
定
価
格
は

２
１
５
４
万
６
千
円
で
す
。

議会の動き
　平成 30 年第 5 回栗山町議会臨時
会で次の議案が審議され、全て可
決されました。（10 月 23 日招集）
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９
月
５
日
未
明
に
「
非
常
に

強
い
」
勢
力
を
保
ち
な
が
ら
北

海
道
を
通
過
し
た
台
風
21
号
、

ま
た
、
６
日
の
午
前
３
時
８
分

頃
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
と
、
大
規
模
な
災
害
が

相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

台
風
21
号
で
は
、
全
町
各
地

で
多
数
の
倒
木
が
発
生
し
た
ほ

か
、
公
共
施
設
な
ど
で
の
屋
根

の
損
壊
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

倒
壊
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で

は
、
負
傷
者
１
人
の
人
的
被
害

が
あ
っ
た
ほ
か
、
道
路
の
陥
没

や
河
川
の
護
岸
崩
壊
、
農
地
の

法
面
崩
壊
や
亀
裂
、
水
道
管
や

下
水
道
管
の
破
損
な
ど
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
に
お
け
る

本
町
の
被
害
額
は
、
公
共

施
設
な
ど
に
関
わ
る
被
害

が
約
１
億
４
９
０
０
万
円
、

農
業
に
関
わ
る
被
害
が
約

１
億
１
１
０
０
万
円
で
、
全
体

で
は
２
億
６
０
０
０
万
円
を
超

え
る
見
込
み
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
に

対
応
す
る
た
め
災
害
対
策
連
絡

会
議
を
設
置
し
、
北
海
道
全
域

に
わ
た
る
停
電
の
影
響
に
よ

り
、
町
民
皆
さ
ん
の
生
活
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
指
定
避
難
所
16
施
設

を
開
設
し
、
非
常
食
の
提
供
や

栗
山
町
の
被
害
状
況
及
び
対
応
状
況
（
平
成
30
年
10
月
18
日
現
在
）

携
帯
電
話
充
電
の
た
め
の
電
源

供
給
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
地
震
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
厚
真
町
、
安

平
町
、
む
か
わ
町
か
ら
の
要
請

に
基
づ
き
、
町
職
員
の
派
遣
を

行
っ
た
ほ
か
、
９
月
24
日
か
ら

26
日
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た

「
栗
山
秋
ま
つ
り
」
で
は
、「
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援

金
募
金
」
を
行
う
と
と
も
に
、

発
電
機
な
ど
の
活
用
や
露
店
の

営
業
時
間
短
縮
な
ど
、
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
の
最
大
限
の
配
慮

を
最
優
先
に
、
栗
山
か
ら
元
気

を
発
信
す
る
催
し
と
し
て
、
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
第
４
回
議
会
定
例
会
及
び
第
５
回
議
会
臨
時
会
で
佐
々
木
学
町
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

町補助金申請の全体の流れ
【平成 31 年度要望調査】

　平成 30 年 11 月１日㈭～ 11 月 30 日㈮

【平成 31 年度補助金申請】
　平成 31 年４月１日㈪以降随時

【平成 31 年度実績報告】
　平成 31 年４月１日㈪
　　　　　　　　　　～平成 32 年４月 10 日㈮

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
町
民
の
福

祉
向
上
な
ど
の
活
動
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
補
助
金
要
望
額
を
把

握
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
補
助
金
を
要
望
さ
れ

る
団
体
は
、
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
提
出
・
報
告
方
法

①
新
規
に
交
付
を
要
望
す
る
団
体

　

詳
し
い
町
補
助
金
の
申
請
資
格
や

補
助
対
象
事
業
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

も
含
め
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

連
絡

◇
提
出
書
類

事
業
計
画
書
、
予
算
書
（
案
）、
収

支
決
算
書
、
役
員
名
簿
な
ど

②
引
き
続
き
交
付
を
要
望
す
る
団
体

町
担
当
課
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た

後
、
来
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
取

り
ま
と
め
、
各
担
当
課
に
補
助
金
の

要
望
額
を
報
告

※
新
規
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
補
助

金
を
増
額
要
望
す
る
場
合
は
、
次
の

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
提
出
書
類

事
業
計
画
書
な
ど
、
増
額
す
る
理
由

が
わ
か
る
書
類

◆
提
出・報
告
期
間（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
３

※町補助金の正式な交付申請は、本要望調査を受け、来年度に受け付けを行います。

平
成
31
年
度

町
補
助
金
の
要
望
を
受
付

※総会などの終了後に申請願います。

※事業などの終了後に報告願います。

　

こ
ん
に
ち
は
！
総
務
委
員
会
委
員

長
を
務
め
ま
す
記
虎
大
樹
で
す
。

　

９
月
29
日
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

地
域
住
民
同
士
の
交
流
や
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連

事
業
「
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
！
南
々
そ
ら

ち
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
向
上
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、南
々

そ
ら
ち
の
各
地
域
か
ら
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の

中
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
上
手
く
な
っ
た
と
い
う
声
だ
け

で
な
く
、
教
室
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ

が
好
き
に
な
っ
た
・
新
し
い
友
達
が

で
き
た
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
の
変
化
や
、

自
治
体
の
枠
を
超
え
た
つ
な
が
り
を

創
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
中
旬
に
は
、
広
域
を

つ
な
ぐ
情
報
発
信
事
業
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
自
治
体
の
枠
を

超
え
て
観
光
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

商
品
開
発
な
ど
を
官
民
協
働
で
一
体

的
に
行
い
、「
観
光
地
域
づ
く
り
」

を
進
め
る
組
織
で
す
。
観
光
庁
が

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.82

南
々
そ
ら
ち
の
観
光
を
共
有
し
て

「
観
光
地

域
づ
く
り

の
か
じ
取

り
役
」
と

し
て
設
立

を
推
進
し
て
お
り
、
全
国
各
地
で

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
静
岡
県
小
山
町
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
室
長
を
務
め
る
浅
谷
先
生
を
お

招
き
し
、
観
光
を
テ
ー
マ
に
、
こ

の
南
々
そ
ら
ち
を
ど
う
良
く
し
て

い
く
か
を
皆
さ
ん
で
共
有
で
き
る

よ
う
な
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
青
年
会
議
所
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

今
年
度
も
残
り
２
カ
月
を
切
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
南
々
そ
ら

ち
１
市
４
町
の
よ
り
良
い
未
来
を

見
据
え
て
日
々
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
私
た

ち
栗
山
青
年
会
議
所
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

栗
山
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【申込締切】

11 月 15 日㈭

【サービス内容】
　自宅周辺で自らが行え
ない範囲の除雪や排雪、
屋根の雪下ろしに対する
費用を助成

【助成額】
　除雪などに係る費用の
7 割（生活保護世帯は 9
割）相当を助成
※限度額があります。

事 業 名 対 象 世 帯

高齢者除雪
サービス事業

【申込先・問い合わせ】
町福祉課

高齢者・介護グループ
☎ 73-7507

◎次のいずれかに該当する世帯
①世帯全員が 70 歳以上の世帯  
②世帯全員が要支援または要介護認定を受けて

いる世帯 
③「70 歳以上」または「要支援・要介護の認定者」

の方と「上肢、下肢、体幹機能、運動機能ま
たは精神に障がい（1・2 級）のある方」のみ
の世帯

障がい者
除雪サービス事業

【申込先・問い合わせ】
町福祉課

福祉・子育てグループ
☎ 73-2222

◎次のいずれかに該当する世帯
①世帯全員が上肢、下肢、体幹機能、運動機能

または精神に障がい（1・2 級）のある 50 歳
以上の方のみの世帯

②生活保護を受給し、上肢、下肢、体幹機能、
運動機能または精神に障がい（1・2 級）のあ
る一人暮らしの世帯

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
30
年
度

　

次
の
４
項
目
全
て
に
該
当
し
下
表
の

対
象
世
帯
で
あ
れ
ば
、
除
雪
業
者
へ
支

払
う
除
雪
費
用
の
一
部
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
世
帯

①
平
成
30
年
度
の
町
民
税
非
課
税
の

世
帯

②
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
世
帯

③
同
一
町
内
会
、
自
治
会
に
65
歳
未
満

の
子
な
ど
が
い
な
い
世
帯

④
町
内
会
、
自
治
会
単
位
（
団
地
単
位

含
む
）
な
ど
で
共
同
負
担
に
よ
り
、 

除
雪
を
行
っ
て
い
な
い
世
帯

※
シ
ー
ズ
ン
契
約
が
対
象
で
す
。（
12

月
１
日
～
３
月
31
日
）

星　
洋
子
（
ほ
し　
よ
う
こ
）

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ

ン
ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経

理
・
総
務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、

自
身
の
家
計
の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ

Ｐ
の
資
格
を
取
得
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ
と
し
て
セ

ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど
を
中

心
に
活
躍
中
。

　

緊
急
資
金
と
は
、
突
然
の
失
業
や

不
測
の
病
気
・
ケ
ガ
な
ど
で
収
入
が

不
安
定
に
な
っ
た
り
、
大
き
な
出
費

が
か
か
っ
た
と
き
の
た
め
の
万
が
一

の
備
え
で
す
。
最
低
で
も
普
段
の
生

活
費
の
３
カ
月
か
ら
半
年
分
く
ら
い

準
備
で
き
る
と
よ
い
の
で
す
が
、
結

構
大
き
な
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ひ
と
月
に
月
20
万
円
か

か
る
な
ら
、
３
カ
月
分
で
60
万
円
、

半
年
分
で
１
２
０
万
円
と
、
一
度
に

貯
め
る
の
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
例
で
す
と
毎
月

１
万
円
ず
つ
、
年
２
回
の
ボ
ー
ナ
ス

時
に
９
万
円
ず
つ
積
み
立
て
る
と
、

２
年
で
60
万
円
貯
ま
り
ま
す
か
ら
、

コ
ツ
コ
ツ
と
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
６
日
の
胆
振
東
部
地
震
は
全
道

各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
時
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

　

被
災
時
の
食
費
や
身
の
回
り
の
雑

費
、
移
動
時
の
交
通
費
な
ど
、
短
期

的
な
出
費
も
あ
れ
ば
、
我
が
家
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ず
仮
住
ま
い
と
な
る

と
、
そ
の
家
賃
な
ど
大
き
な
出
費
も

あ
り
ま
す
。
元
の
生
活
に
戻
る
ま
で

万
一
の
備
え
～
緊
急
資
金
の
準
備

　お金のおはなし　災害時のお金の心構え 

長
期
間
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
緊
急
資
金
は
被
災
時
も
心
強
い

備
え
で
す
。

　

さ
て
、
最
近
は
現
金
を
持
た
な
く

て
も
電
子
マ
ネ
ー
で
買
い
物
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
今
回
の
地
震
で

は
、
長
時
間
の
停
電
に
よ
り
電
子
マ

ネ
ー
が
使
え
な
い
お
店
や
施
設
が
多

数
あ
り
ま
し
た
。

　

電
子
マ
ネ
ー
オ
ン
リ
ー
の
人
も
、

日
頃
か
ら
数
千
円
程
度
の
現
金
は
携

帯
し
て
お
く
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
非
常
持
ち
出
し
袋
に
も
硬
貨
を

混
ぜ
て
数
千
円
を
入
れ
て
お
く
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

No.17



7 広報くりやま　2018. 11 62018. 11　広報くりやま   

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
等
業
務

委
託
法
人
募
集

　

町
で
は
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
町

立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
等
業
務

を
民
間
委
託
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

委
託
先
法
人
を
募
集
し
ま
す
。

◆
委
託
業
務
内
容

　

調
理
業
務
お
よ
び
配
送
等
業
務

◆
委
託
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
36
年
３

月
31
日
（
５
年
間
）

◆
応
募
資
格

道
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
し
、
調
理

業
務
の
実
績
が
あ
り
、
学
校
給
食
業

務
を
遂
行
で
き
る
法
人
な
ど
（
詳
し

く
は
募
集
要
項
を
確
認
）

◆
選
考
方
法

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

◆
募
集
説
明
会 

①
日
時

　

11
月
９
日
㈮　

午
後
２
時
～

②
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」　

２
階　

研
修
室

※
説
明
会
終
了
後
、
町
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

③
そ
の
他

　

参
加
者
は
募
集
要
項
を
持
参

※
募
集
説
明
会
参
加
申
込
書
を
11
月
７

日
㈬
ま
で
に
、
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
願
い
ま
す
。

◆
募
集
要
項
な
ど
の
配
布

募
集
要
項
お
よ
び
募
集
説
明
会
参
加

申
込
書
を
次
の
と
お
り
配
布

①
配
布
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

②
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
中
央
１

丁
目
１
番
地
２　

☎
�
０
１
８
９
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
住
宅
の
規
模

　

木
造
二
階
建
（
オ
ー
ル
電
化
）

○
一
戸
の
床
面
積

　
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
約
53
㎡

　
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
約
65
㎡

　
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
約
76
㎡

◆
受
付
期
間

　

11
月
30
日
㈮
ま
で

◆
募
集
戸
数

　
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
４
戸

　
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
10
戸

　
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
２
戸

◆
申
込
要
件

○
町
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
の
方
ま
た

は
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
方

※
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
方
は
、
町
内
へ
の
就
職
な
ど
の
理

由
が
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
方

※
収
入
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類

　

入
居
申
込
書
、
所
得
課
税
証
明
書
、

納
税
証
明
書
、
住
民
票
謄
本
、
婚
姻

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
婚
約
証

明
書

※
入
居
申
込
書
お
よ
び
婚
約
証
明
書
の

様
式
は
、
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
入
居
の
決
定

①
申
込
締
切
後
、
実
態
調
査
を
行
い
、

公
営
住
宅
入
居
選
考
委
員
会
で
審

査
の
上
、
決
定

②
決
定
後
、入
居
家
屋
の
抽
選
を
行
い
、

所
定
の
手
続
き
終
了
後
か
ら
入
居

◆
入
居
予
定
日

　

平
成
31
年
２
月
下
旬

◆
家　
　
賃

入
居
者
の
世
帯
収
入
や
住
宅
の
広

さ
な
ど
に
よ
り
決
定

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

町
建
設
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

公営住宅
入居者募集

曙  団  地
　現在、角田地区に建設中の公営住宅「曙団地」２
棟 16 戸が平成 31 年 1 月下旬に完成する予定です。　
　入居を希望される方は、期日までに町建設課総務
管理グループまで申し込みください

【位置図】

曙団地

栗山高等学校

栗山工業団地

至　岩見沢市

至　苫小牧市

角田

継立

栗山駅

国
道
２
３
４
号

道
道

道
道

3LDK（約 76㎡）

2LDK（約 65㎡）
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保育所名
（経営主体名） 住所・電話番号 定員 受入年齢

栗山いちい保育園
（社会福祉法人　水の会）

中央 3 丁目 309 番地 5
☎ 72-1572 120 人 生後 9 週～

継立まつば保育園
（学校法人　松田学園）

継立 176 番地 29
☎ 75-2032 60 人 生後 9 週～

マロンキッズ保育園
（学校法人　松田学園）

朝日 3 丁目 115 番地 8
☎ 76-7258 19 人 生後 9 週～

3 歳未満

【表 1】町内の保育所

園　名
（経営主体名） 住所・電話番号 定員 受入年齢

幼保連携型
栗山めぐみこども園

（学校法人　栗山立正学園）
錦 2 丁目 46 番地
☎ 72-4914 25 人 満 1 歳～

【表 2】町内の認定こども園（2・3 号）

クラブ名（地区名） 定員 開設時間

にじのこ児童クラブ 1 組（栗山
※

） 40 人

【月～金曜日】
下校時 ～ 18：30

【土曜日、夏・冬休み、 学校休業日】
8：00 ～ 18：30

にじのこ児童クラブ 2 組（栗山
※

） 40 人

マロンキッズ児童クラブ（朝日） 20 人

どんぐり児童クラブ（角田） 20 人

かぜのこ児童クラブ（継立） 20 人

【表 3】町内の児童クラブ

入所申込受付開始入所申込受付開始入所申込受付開始

保育所・認定こども園・児童クラブ

平成 31 年度平成 31 年度

　

平
成
31
年
度
に
新
た
に
保
育

所
・
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
を
希

望
す
る
児
童
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

　

ル
ー
プ
（
窓
口
⑤
番
）

　

☎
�
２
２
２
２

※
入
所
申
請
書
な
ど
は
提
出
先

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

保
育
所（
表
１・２
）

◆
入
所
条
件　

次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で

保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
の
方
が
家
庭
で
お
子
さ

ん
を
保
育
で
き
な
い
場
合

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー

ト
・
自
営
）

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
や
同
居
者
の
疾
病
・

障
が
い

④
就
職
活
動

⑤
そ
の
他

◆
保
育
の
必
要
量（
保
育
時
間
）

○
標
準
時
間

　

午
前
７
時
半
～
午
後
６
時
半

（
就
労
時
間
が
月
１
２
０
時

間
以
上
の
方
）

○
短
時
間

　

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時
半

（
就
労
時
間
が
月
64
時
間
以

上
１
２
０
時
間
未
満
の
方
）

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
請
書
（
町
様
式
）

※
第
３
希
望
ま
で
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
入
所
希
望
の
多
い
保
育
所

は
、
利
用
調
整
を
行
い
ま
す

の
で
、
第
１
希
望
の
保
育
所

に
入
所
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

②
雇
用
証
明
書
ま
た
は
、
保
育

が
必
要
な
理
由
を
確
認
で

き
る
書
類

※
育
休
明
け
の
方
は
育
児
休
業

期
間
の
わ
か
る
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
平
成
30
年
度
の
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書　

※
平
成
30
年
１
月
１
日
に
栗
山

町
に
住
民
登
録
の
な
い
方

の
み
で
す
。

◆
保
育
料　

４
～
８
月
は
平
成
30
年
度
、

９
～
３
月
は
平
成
31
年
度
の

住
民
税
額
に
よ
り
算
定

児
童
ク
ラ
ブ（
表
３
）

◆
利
用
条
件　

昼
間
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

で
い
な
い
家
庭
の
小
学
１

～
６
年
生
の
児
童
が
対
象

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書

②
雇
用
証
明
書

③
平
成
30
年
度
の
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書　

※
平
成
30
年
１
月
１
日
に
栗
山

町
に
住
民
登
録
の
な
い
方

の
み
で
す
。

◆
利
用
料　

平
成
30
年
度
の
住
民
税
額

に
よ
り
、
５
段
階
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

※
傷
害
保
険
料
は
別
途
負
担
に

な
り
ま
す
。

平成 31 年度

※栗山地区児童クラブ利用希望の場合は、定員を超えると待機になる場合があります。

栗山町応援大使　
ふれあいトークショー開催

　プロ野球のレギュラーシーズンが全日程終了し、2018 年の表彰選手が発表されました。投手
部門において、栗山町応援大使の宮西尚生選手が 2 年ぶり 2 度目の「最優秀中継ぎ投手賞」に
輝きました！宮西選手は、ルーキーイヤーから続いている 50 試合登板を 11 年連続に更新。6 月
には史上 40 人目となる通算 600 試合登板を達成。9 月には通算 325 ホールドポイントを上げ、
プロ野球新記録をマークするなど、2018 年は記録づくしの一年となりました。

　2018 年栗山町応援大使の宮西尚生選手、淺間大基選手が栗山町にやってきます！
　応援大使のトークショー＆質問コーナー、レプリカユニフォームやサイン入りボールが当たる
抽選会などを行います！
　栗山町民限定イベントとなっていますので、皆さんのご応募お待ちしています。
　ファイターズは、惜しくもクライマックスシリーズファーストステージ敗退となってしまいま
したが、来シーズンに向けて、宮西選手、淺間選手そしてファイターズを応援しましょう！

【日程・会場】
11 月 21 日㈬　開場 15：00　開演 16：20　終了 17：30（予定）
スポーツセンター

【対 象】
栗山町民　500 人（定員）
※小学校２年生以下の方は保護者同伴での申し込みをお願いします。
※４歳以上から申し込みが必要です。（４歳未満でも座席を確保する場合は申込が必要です）
※車いすを利用される方など、介助者の同行が必要な方は、申し込む際にお申し出ください。

【申込方法】
　役場・総合福祉センター「しゃるる」・農村環境改善センター・南部公民館・まちの駅「栗夢
プラザ」・カルチャープラザ「Eki」に備え付けの申込用紙にご記入いただき、下記申込先へ直接
持参または FAX・郵送で送付いただくか、申込内容を電話またはメールでご連絡ください。
※持参および電話の受け付けは、平日 8：30 ～ 17：15 に限ります。
※申込用紙は町ホームページからもダウンロードできるほか、申込フォームからも直接お申し込
　みいただけます。（http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/docs/2018101000018/）

【注意事項】
・申し込みは 1 組 4 人までとし、同一人を含む複数申込は無効とします。
・申込多数の場合は抽選とします。
・抽選結果は当選者にのみ郵送でお知らせします。お知らせは 11 月中旬を予定しています。

【申込締切】11 月 12 日㈪　17：15
【申 込 先】町経営企画課地域政策グループ

　☎：73-7502　FAX：72-3179　メール：tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

宮西尚生選手、ホールドポイントプロ野球新記録達成
最優秀中継ぎ投手賞受賞　おめでとう！！
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日
「
微
震
・
昨
夜
九
時
三
十
分
頃

微
震
あ
り
た
り
」。

■
大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
２
月
24

日
「
地
震
・
昨
二
十
日
午
後
六
時

強
震
五
秒
に
し
て
人
々
戸
外
に
飛

出
し
た
る
も
の
あ
り
」。

　

江
戸
時
代
は
、
地
震
を
「
鯰な

ま
ず」

の

所
業
と
考
え
、地
震
除
け
と
し
て「
鯰

絵
」
を
飾
っ
て
い
る
家
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
今
は
、
そ
の
よ
う

に
考
え
る
人
は
少
数
派
で
し
ょ
う
。

　

人
の
記
憶
は
曖
昧
で
す
が
、
過
去

の
記
録
か
ら
事
例
を
振
り
返
り
、
地

震
と
向
き
合
い
、
そ
の
教
訓
を
伝
え

て
行
く
こ
と
で
、
災
害
の
備
え
と
す

る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。（
青
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
史
編
さ
ん
室
（
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
内
）

　

☎
�
７
８
２
０

栗
山
と
地
震
・
今
昔

　

９
月
６
日
の
早
朝
に
発
生
し
た

「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
で
は
、

多
数
の
犠
牲
者
と
住
宅
被
害
を
出

し
、
全
道
で
の
停
電
を
伴
っ
た
大
き

な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
地
震
災
害

の
悲
惨
さ
で
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
は
、平
成
23（
２
０
１
１
）年
の「
東

日
本
大
震
災
」
が
あ
り
、
さ
か
の
ぼ

れ
ば
15
年
前
の
平
成
15（
２
０
０
３
）

年
、50
年
前
の
昭
和
43
（
１
９
６
８
）

年
に
発
生
し
た
「
十
勝
沖
地
震
」
を

思
い
出
さ
れ
る
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
記
憶
と
い
う
と
こ

ろ
は
実
に
曖
昧
な
も
の
。
そ
の
場
の

環
境
や
受
け
止
め
な
ど
に
よ
っ
て

も
、
記
憶
の
個
人
差
は
あ
る
よ
う

で
す
。

　

今
回
、
地
方
新
聞
「
北
海
タ
イ
ム

ス
」
記
事
の
中
か
ら
、
明
治
・
大
正

初
期
の
栗
山
で
の
地
震
記
録
を
探
し

て
み
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
報
道
で

は
、
大
き
な
被
害
が
出
な
い
限
り
は

記
事
に
は
な
ら
ず
、
内
容
も
揺
れ
の

大
き
さ
を
伝
え
る
簡
単
な
記
述
だ
け

で
す
。

■
明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
６
月
９

日
「
地
震
・
昨
八
日
午
後
二
時
強

震
あ
り
た
り
」。

■
大
正
元
（
１
９
１
２
）
年
９
月
26

に
「
カ
フ
ェ
バ
ル
く
り
と
く
ら
が
あ

る
」
そ
ん
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所
☎
�
７
１
０
３

暮
ら
し
の
中
に
あ
る
存
在
に
！

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.29
　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
井
上
で
す
。

　

９
月
24
日
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
た

栗
山
秋
ま
つ
り
で
は
、
来
る
11
月
16
日

の
「
カ
フ
ェ
バ
ル
く
り
と
く
ら
」
オ
ー

プ
ン
に
向
け
試
験
営
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

栗
山
町
に
来
て
初
め
て
の
秋
ま
つ

り
は
、
想
像
以
上
に
多
く
の
方
で
賑

わ
い
、「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人

が
来
る
の
!?
」
と
び
っ
く
り
し
て
し

ま
い
ま
し
た
！
噂
通
り
、
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
華
や
か
な
お
祭
り
だ
と
実

感
し
ま
し
た
！

　

改
装
中
の
お
店
は
カ
ウ
ン
タ
ー
が

で
き
た
だ
け
で
、
照
明
も
な
い
状
態

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
協
力
隊
メ
ン

バ
ー
で
備
品
を
持
ち
寄
り
、
お
客
様

を
迎
え
ら
れ
る
準
備
が
で
き
ま
し

た
！
小
林
酒
造
の
日
本
酒
を
使
っ
た

カ
ク
テ
ル
も
好
評
で
、「
オ
ー
プ
ン

し
た
時
に
は
ま
た
頼
む
ね
！
」
と
お

話
し
し
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
今
後
に
向
け
て
よ
り

力
が
入
り
ま
し
た
！

　

オ
ー
プ
ン
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な

り
、
準
備
も
大
詰
め
に
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.29

地震除けの「鯰絵」
（江戸時代）

試験営業時の店舗カウンター店舗カウンター完成イメージ（模型）

　JR 室蘭線（岩見沢～沼ノ端間）沿線は、鉄路とともに栄えた歴史ある建物や街並みが形成され、
駅を核としたまちづくりを進めています。現在、沿線市町（苫小牧市・安平町・岩見沢市・由仁町・
栗山町）が連携し、室蘭線の維持・存続に向けた具体的な協議を進めています。
　今月号では、「鉄道の町」安平町で来春オープンする道の駅をご紹介します。

　町では、JR 室蘭線の利用促進策のひとつとして、本年 4 月のくりやま老舗まつり、9 月の栗山秋
まつりに合わせた臨時列車の運行を JR 北海道へお願いし、沿線市町のご協力のもと、それぞれ実現
することができました。今後も引き続き、多くの方の利用を目指し、沿線市町と連携した利用促進策
を進めていきます。

「道の駅あびらＤ５１（デゴイチ）ステーション」

JR 室蘭線利用促進策について

№ 8

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

完成外観パース図

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

　現在、安平町では国道 234 号沿い（追分地区）で、農畜産品や加工品などの特産品をはじめ、観光情報、
歴史・文化の情報発信をテーマに平成 31 年春のオープンに向け、急ピッチで準備が進められています。
昔の駅舎をモチーフとした懐かしい外観を基調とした道の駅には、ＳＬ車庫も併設されます。

施設内完成イメージ図

　町民皆さんの声をお寄せください
　　鉄路を “ 残す ” ためには、特に沿線に暮らす町民皆さんのご理解とご協力が不可欠です。皆さん
　の JR 室蘭線の利用促進策に関するアイデアやご意見をお寄せください。
　【提出方法】　郵送、ファックス、E メールまたは持参（様式は問いません）　
　　〒 069-1512　栗山町松風 3 丁目 252 番地
　　栗山町経営企画課地域政策グループ　宛
　　FAX　72-3179　E メール　tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp
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点
検
を
お
願
い
し
ま
す

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

灯
油
漏
れ
事
故
に
は
十
分
注
意
を

　

地
震
や
強
風
に
よ
る
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

の
転
倒
、
草
刈
り
に
よ
る
灯
油
導
管
の

亀
裂
か
ら
灯
油
が
漏
れ
る
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

灯
油
が
漏
れ
る
と
、
火
災
の
恐
れ
だ

け
で
な
く
、
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染
す

る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
河
川
ま
で
流

出
す
る
と
、
下
流
で
そ
の
水
を
使
用
す

る
農
作
物
や
飲
料
水
へ
の
被
害
が
発
生

す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
損
害
額
は
甚

大
で
す
。
そ
し
て
、
汚
染
土
壌
な
ど
の

除
去
費
用
や
損
害
額
の
補
償
は
全
て
が

灯
油
を
流
出
し
た
方
の
責
任
と
な
り

ま
す
。

　

過
去
に
は
、
一
般
的
に
数
十
万
円
、

時
に
は
数
百
万
円
の
請
求
が
発
生
し
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

冬
期
間
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も

灯
油
を
使
用
す
る
暖
房
器
具
の
利
用
機

会
が
増
え
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
暖
房

設
備
の
点
検
を
行
い
、
灯
油
漏
れ
事
故

が
発
生
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
灯
油
の
残
量
が
不
自
然
に
減
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
盗
難
や
油
漏
れ
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
本
体
に
穴
が
開
い
て

い
ま
せ
ん
か
。

③
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
カ
ッ
プ
や
配
管
に
穴

や
ひ
び
割
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

④
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
足
場
は
ぐ
ら
つ
い

て
い
ま
せ
ん
か
。
ぐ
ら
つ
い
て
い
る

と
積
雪
や
強
風
、
地
震
で
転
倒
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
ど
の
土
台
に
ボ
ル
ト
で
し
っ
か
り

と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

早
期
対
応
で
被
害
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
故
に
気
付
い
た
場

合
は
、
左
記
連
絡
先
へ
速
や
か
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署　

　

☎
�
０
１
５
０

・
町
環
境
政
策
課　

☎
�
７
５
１
１

（
夜
間
・
休
祝
日
は
☎
�
１
１
１
１
）

・
灯
油
等
取
扱
業
者

マチイロに関する問い合わせは株式会社ホープ（☎092-716-1404）まで

行政情報アプリ「マチイロ」が
スマートフォンで見られます  !!

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

　

今
月
11
日
㈰
か
ら
「
冬
の
交
通
安
全

運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
積
雪
や
路
面

の
凍
結
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
事
故

や
、
吹
雪
な
ど
の
視
界
不
良
に
よ
る
事

故
（
い
わ
ゆ
る
「
冬
型
事
故
」）
が
増

加
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
車
を
運
転
す
る
際
は

早
め
の
点
灯
と
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
間
や
夕
暮
れ
時
に
外

出
す
る
場
合
は
、
明
る
い
服
装
や
夜
光
反

射
材
を
着
用
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の

位
置
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
に
か
け
て
、
忘
年

会
・
お
正
月
・
新
年
会
な
ど
お
酒
を
飲

む
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

一
滴
で
も
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
運
転
を
し
な
い

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
！
乗
る
な
ら
飲
む

な
！
」
を
運
転
者
自
身
が
今
一
度
自
覚

し
ま
し
ょ
う
。

　

角
田
交
通
安
全
友
の
会
と
角
田
小
学

校
児
童
が
イ
エ
ロ
ー
作
戦
を
行
い
ま
し

た
！

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
週
間
（
９
月
21

日
～
30
日
）
に
合
わ
せ
、
９
月
25
日
に

角
田
小
学
校
（
伊
藤
聰
校
長
）
の
５
年

生
・
６
年
生
の
14
人
と
、
角
田
交
通
安

全
友
の
会
（
冨
澤
勇
会
長
）、
栗
山
自

動
車
学
校
、
栗
山
警
察
署
、
町
交
通
安

全
協
会
が
合
同
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発

「
イ
エ
ロ
ー
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。

冬
の
交
通
安
全
運
動

　

角
田
小
学
校
の
児
童
は
事
前
に
自
分

た
ち
で「
飲
酒
運
転
禁
止
」や「
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン
」
な
ど
の
交
通
安
全
啓
発
用

の
旗
を
作
成
し
、
当
日
は
行
き
交
う
ド

ラ
イ
バ
ー
に
「
交
通
安
全
を
」
と
一
生

懸
命
に
旗
を
振
り
な
が
ら
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
。
終
了
後
に
は
角
田
交
通
安

全
友
の
会
と
町
交
通
安
全
協
会
か
ら
、

角
田
小
の
全
児
童
に
対
し
て
、
日
頃
の

交
通
安
全
啓
発
活
動
の
お
礼
と
し
て
交

通
安
全
グ
ッ
ズ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

児
童
が
作
成
し
た
交
通
安
全
啓
発
用

の
旗
は
、
イ
エ
ロ
ー
作
戦
終
了
後
、
栗

山
警
察
署
の
受
付
窓
口
付
近
に
張
り
出

さ
れ
、多
く
の
方
の
目
に
触
れ
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
を
実
施

【
注
意
】
栗
山
消
防
団
に
よ
る

　
　
　
火
災
想
定
訓
練
を
行
い
ま
す
！

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
日
頃
の
交
通
安

全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
交
通
安

全
啓
発
活
動
を
続
け
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

栗
山
消
防
団
で
は
、
平
成
30
年
度

第
１
回
火
災
想
定
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
不
時
呼
集
（
日
に
ち
を
指
定
せ

ず
次
の
期
間
内
で
実
施
）
で
訓
練
を

行
い
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な

い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期　
　

間

　

11
月
12
日
㈪
か
ら
16
日
㈮
ま
で
の

　

間
の
１
日
の
み
訓
練
実
施

◆
時　
　

間

　

午
前
６
時
～
７
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

☎
�
０
１
５
０

国道 234 号を通るドライバーに交通安全を呼び
かける子どもたち

角田交通安全友の会の冨澤会長から、記念品
を受け取った角田小学校の児童
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日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
延
び
て

お
り
、
今
後
も
延
び
て
い
く
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
に
生

活
す
る
た
め
に
重
要
な
「
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

★
実
際
の
生
活
の
中
で
当
て
は
ま
る
も

の
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

□
片
脚
立
ち
で
、
靴
下
が
は
け
な
い

□
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
、
す
べ
っ

　

た
り
す
る

□
階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が
必
要

□
重
い
家
事
（
掃
除
機
、
布
団
の
上
げ

　

下
ろ
し
な
ど
）
が
困
難

□
２
kg
程
度
の
買
い
物
を
し
て
、
持
ち

　

帰
る
の
が
困
難

□
５
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

□
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

　

以
上
の
項
目
に
一
つ
で
も
当
て
は
ま

る
場
合
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
放
置
す
る
と
歩
行
や

着
替
え
、
ト
イ
レ
な
ど
の
日
常
生
活
動

作
が
一
人
で
で
き
な
く
な
り
、
心
身
機

能
の
低
下
、
寝
た
き
り
な
ど
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

運
動
は
筋
力
増
強
だ
け
で
な
く
、
心

肺
機
能
の
向
上
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

認
知
症
の
予
防
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。疲
れ
づ
ら
く
な
っ
た
り
、

重
い
物
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

歩
く
の
が
楽
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、

達
成
感
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
毎
日
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
し
か
し
、
継
続
し
て
行
う

の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
ま

ず
は
３
日
続
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
習

慣
化
さ
れ
、
や
ら
な
い
と
落
ち
着
か
な

い
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
ま
ず
は
３
日

か
ら
」頑
張
っ
て
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま　

長
勢

　

☎
�
２
６
０
０

い
つ
ま
で
も
、
自
分
の
足
で
歩
く
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

保
健
福
祉
の
コ
ラ
ム

長な
が

勢せ　

大
介

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

理
学
療
法
士　

リ
ー
ダ
ー

【骨】
骨粗鬆症

骨折

【関節軟骨 / 椎間板】
変形性関節症
変形性脊椎症

【筋肉 / 神経系】
神経障害

サルコペニア

脊柱管狭窄症

疼痛
関節可動域制限

柔軟性低下
姿勢低下
筋力低下

バランス能力低下

移動機能の低下
（歩行障害）

生活活動制限
社会参加制限

要介護

【ロコモティブシンドロームの概念図】

①バランス能力をつける片足立ち
・姿勢はまっすぐ
・左右 1 分間ずつ 1 日 3 回
・机に手をついて実施

②下肢筋力をつけるスクワット
・息を止めず深呼吸をしながら 5 ～ 6 回、1 日 3 セット
・膝は 90 度以上曲げず、太ももに力が入っているか

意識する
・机に手をついて実施

【ロコモティブシンドロームの予防方法】

筋 肉、 骨、 関 節、
軟 骨 と い っ た 運 動
器に障害が起こり、

「 立 つ 」「 歩 く 」 と
い っ た 機 能 が 低 下
している状態

ロ コ モ テ ィ ブ
シンドロームとは

保
健
の
お
知
ら
せ

元
気
が
一
番

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
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【表】平成 30 年度　成人用肺炎球菌予防接種対象者

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
第
３

位
で
あ
り
、
高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
最

も
多
い
の
が
肺
炎
球
菌
で
す
。
肺
炎
球
菌

に
よ
る
肺
炎
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
予
防
接
種
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者

①
下
の
表
に
該
当
す
る
方

②
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
機
能
に
自
己
の
身
辺
の

日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
お

よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
が

あ
る
方

※
す
で
に
任
意
予
防
接
種
さ
れ
た
方
は

除
き
ま
す
。

◆
接
種
回
数　
１
回

◆
接
種
期
間

　

平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受

け
た
場
合
は
、
６
日
間
以
上
の
間
隔

を
お
け
ば
、
接
種
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

◆
助
成
金
額　
３
５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
接
種
費
用
を
全
額

助
成
し
ま
す
。

※
町
内
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
方

は
、
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
控

除
し
た
額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
町
外
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
方

は
、
住
民
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
方
法

◇
対
象
者
の
う
ち
①
に
該
当
す
る
方
に

は
、個
別
案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

予
防
接
種
の
受
け
方
は
、
案
内
文
を

確
認
す
る
こ
と

◇
②
に
該
当
す
る
方
は
、
主
治
医
と
ご

相
談
の
う
え
、
接
種
す
る
場
合
は
、

上
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と

※
他
の
定
期
予
防
接
種
の
詳
細
は
、「
保

健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
日　
程

　

12
月
16
日
㈰
・
17
日
㈪

◆
場　
所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
健
診
機
関

　

北
海
道
結
核
予
防
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・

い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検
診

（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

※
詳
し
く
は
町
広
報
４
月
号
に
折
り
込

ま
れ
た
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

　

特
定
健
診
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
（
誕
生
日

前
）
ま
で
の
方
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
平
成
29
年
か
ら
「
み
な

し
健
診
」
と
称
し
、
す
で
に
医
療
機
関

で
採
血
し
た
検
査
結
果
に
不
足
分
の
項

目
を
追
加
し
て
検
査
し
、
医
師
か
ら
の

判
定
を
も
ら
う
こ
と
で
、
特
定
健
診
を

受
け
た
と
み
な
す
健
診
を
始
め
ま
し

た
。
採
血
検
査
項
目
が
、
特
定
健
診

の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
新

た
に
採
血
検
査
を
す
る
必
要
が
な
く
、

追
加
し
た
検
査
の
料
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

　

み
な
し
健
診
の
結
果
は
、役
場
よ
り
、

後
日
郵
送
で
お
返
し
し
ま
す
。
町
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
が
無
理
を
し
な
い
で

数
値
を
正
常
に
戻
す
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
に
定
期
通
院
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
年
１
回
以
上
採
血
検
査
さ
れ

て
い
る
方
は
、
お
電
話
で
ご
連
絡
い
た

だ
く
か
、
採
血
検
査
の
結
果
を
持
参
の

う
え
、
役
場
③
番
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

成
人
用
肺
炎
球
菌

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

対象者 生年月日
65 歳 昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 29 年 4 月 1 日生
70 歳 昭和 23 年 4 月 2 日～昭和 24 年 4 月 1 日生
75 歳 昭和 18 年 4 月 2 日～昭和 19 年 4 月 1 日生
80 歳 昭和 13 年 4 月 2 日～昭和 14 年 4 月 1 日生
85 歳 昭和  8 年 4 月 2 日～昭和  9 年 4 月 1 日生
90 歳 昭和  3 年 4 月 2 日～昭和  4 年 4 月 1 日生
95 歳 大正 12 年 4 月 2 日～大正 13 年 4 月 1 日生

100 歳 大正  7 年 4 月 2 日～大正  8 年 4 月 1 日生

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

病
院
に
通
っ
て
い
て
も
、
特
定
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
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栗
山
小
学
校
で
９
月
29
日
、

土
曜
授
業
「
く
り
っ
子

防
災
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
教
育
を
子
ど
も
た
ち
同
士

や
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
学

び
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
取
り

組
み
、
今
年
で
３
回
目
。
今
年

度
は
、
北
海
道
か
ら
「
1
日

防
災
学
校
モ
デ
ル
校
」
に
指
定

さ
れ
、
南
空
知
消
防
組
合
消
防

「
く
り
っ
子
防
災
教
室
」で
防
災
を
学
ぶ

栗
山
小
学
校

栗山町 検索栗山町 検索

実
り
の
秋
を
迎
え
、
町
内

各
地
で
農
作
物
の
収
穫

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
里
に

あ
る
栗
山
町
農
産
物
検
査
場
に

10
月
３
日
、
30
年
産
の
新
米
が

届
き
ま
し
た
。
初
出
荷
し
た
の

は
、
国
岡
正
好
さ
ん
の
「
吟
風

（
酒
米
）」
１
２
０
袋
。
新
米
は

検
査
員
に
よ
る
光
沢
や
粒
形
な

ど
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

栗
山
小
学
校
の
６
年
生
が

10
月
４
日
、
図
工
室
で

陶
芸
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
図

工
授
業
の
一
環
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
に
残
る
作
品

を
と
同
校
が
企
画
。
栗
山
陶
芸

同
好
会
の
会
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
講
師
を
お
願
い
し
、
今
年

で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
児
童

た
ち
は
同
会
員
８
人
の
指
導
を

署
の
指
導
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
や
学
級
対
抗
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
防
災
を
学
び
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
児
童
会
副

会
長
の
石
黒
鷲
さ
ん
は
「
災
害

が
来
た
と
き
は
、
今
日
聞
い
た

話
な
ど
を
思
い
出
し
、
少
し
で

も
役
に
立
て
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
量
１
等
米
！

新
米
の
出
荷
始
ま
るれ

、
全
量
１
等
米
の
評
価
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
初
出
荷

の
国
岡
さ
ん
に
は
、
農
協
関
係

者
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、

係
員
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
全

て
の
袋
に
１
等
級
米
の
証
の
ス

タ
ン
プ
が
押
さ
れ
ま
し
た
。
終

了
後
、
国
岡
さ
ん
は
「
１
等
米

評
価
を
も
ら
い
、
ひ
と
安
心
し

ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

世
界
に
一
つ
だ
け「
手
作
り
の
お
皿
」

栗
山
小
学
校
６
年
生
陶
芸
体
験

受
け
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

お
皿
作
り
に
挑
戦
。
小
さ
な
手

で
力
い
っ
ぱ
い
土
を
伸
ば
し
、

形
を
整
え
、
模
様
を
つ
け
て
い

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
陶
芸
に

富
樫
直
将
さ
ん
は
「
模
様
を
つ

け
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
小

物
を
入
れ
て
部
屋
に
飾
り
た

い
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

新
米
の
チ
ェ
ッ
ク
を
見
守
る
国
岡

さ
ん

陶
芸
同
好
会
の
会
員
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
児
童

①

②

①学級対抗バケツリ
レー
②南空知消防組合消
防署による放水訓練

栗山町 検索栗山町 検索

秋
の
全
町
一
斉
清
掃
が
10

月
14
日
、
午
前
６
時
45

分
の
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に

町
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
朝
は
冷
え
込
み
ま
し

た
が
、
秋
ら
し
い
晴
れ
渡
っ
た

青
空
の
下
、
各
町
内
会
・
自
治

会
が
道
路
の
ご
み
拾
い
や
枯
葉

集
め
な
ど
を
実
施
。
ほ
う
き
や

ス
コ
ッ
プ
、
ご
み
袋
を
持
っ
た

秋
晴
れ
の
中
ま
ち
を
き
れ
い
に

秋
の
全
町
一
斉
清
掃N

P
O
法
人
ウ
ッ
ド

ネ
ッ
ト
北
海
道
の
主

催
に
よ
る
植
樹
会
が
10
月
14

日
、
大
井
分
の
町
有
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
石
狩
川
流
域

3
0
0
万
本
植
樹
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、み
ど
り
を
育
て
、

流
域
の
豊
か
さ
を
つ
く
り
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
目
的
で
行
わ

れ
、
今
年
で
11
回
目
。
参
加
し

み
ど
り
を
守
り
育
て
よ
う

ウ
ッ
ド
ネ
ッ
ト
北
海
道
植
樹
会

た
12
人
は
、
土
中
で
分
解
す
る

再
生
紙
で
作
ら
れ
た
育
苗
ポ
ッ

ト
「
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
」
の
作
り

方
を
教
わ
っ
た
後
、
ア
オ
ダ
モ

な
ど
約
30
本
を
入
れ
て
地
面
に

置
き
、
土
や
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を

か
ぶ
せ
、
水
を
か
け
ま
し
た
。

丸
山
稔
支
部
長
は
「
子
ど
も
た

ち
に
も
体
験
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
（
10

月
15
日
～
31
日
）
に
合

わ
せ
、
栗
山
地
区
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
が
10
月
17
日
、
北
雄
ラ
ッ

キ
ー
栗
山
店
前
で
街
頭
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

の
は
同
ク
ラ
ブ
員
９
人
と
応
援

に
駆
け
付
け
た
消
防
署
職
員
２

人
。
同
店
舗
の
出
入
り
口
で
火

災
予
防
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
球
根
な
ど
が
入
っ
た
袋
80

セ
ッ
ト
を
訪
れ
た
買
い
物
客
な

ど
に
手
渡
し
約
30
分
間
、
火
の

「
火
の
用
心
」呼
び
か
け
る

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
・
女
性
消
防
団

用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
古

林
む
つ
み
会
長
は
「
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
暖
房
を
使
う
機
会
が

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
事
故
防

止
の
た
め
、
点
検
を
忘
れ
ず
に

し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
栗
山
消
防
団
の
女
性

消
防
部
の
団
員
６
人
が
10
月
20

日
、
消
防
署
職
員
と
と
も
に
防

火
の
呼
び
掛
け
と
火
の
元
の
点

検
を
行
う
た
め
、
錦
地
区
の
一

般
住
宅
へ
立
入
検
査
を
行
い
ま

し
た
。

①②暖房を使う季節に向けて、火災予防を啓発

肌
寒
い
秋
晴
れ
の
中
、
上
着
を
着
て

ご
み
を
拾
う
児
童

大
井
分
の
町
有
地
で
植
樹
を
行
う
参

加
者

①

②

多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ

て
き
れ
い
な
町
に
な
り
ま
し

た
。
毎
回
参
加
し
て
い
る
と
い

う
丸
山
士し

道ど
う

く
ん
は
「
こ
れ
ま

で
と
比
べ
て
ご
み
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
町
の
皆
さ
ん
が
気

持
ち
良
く
住
め
る
よ
う
今
後
も

参
加
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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児
童
虐
待
の
現
状

　

平
成
29
年
度
、
全
国
の
児
童

相
談
所
が
対
応
し
た
児
童
虐
待

件
数
は
13
万
３
７
７
８
件
で
過

去
最
多
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
ま
で
が
し
つ
け
？　
　

　
ど
こ
か
ら
が
虐
待
？

　

た
と
え
親
が
し
つ
け
と
考
え

て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
為

が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、

健
や
か
な
成
長
・
発
達
を
損
な

う
場
合
は
虐
待
で
す
。

　

虐
待
か
ど
う
か
迷
う
場
合　

　
で
も
連
絡
を

　

虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を

知
っ
た
時
、
ま
た
は
迷
う
場
合

で
も
た
め
ら
わ
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
匿
名
で
受
け
付
け
し

ま
す
）

　

通
告
は
虐
待
の
犯
人
探
し
を

す
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
を
救
う
こ
と
に

繋
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
見
た
り
聞
い
た
り　

　
し
た
ら
左
記
ま
で
連
絡
を

◆
町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

　

ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

◆
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
１
２
８
０

◆
岩
見
沢
児
童
相
談
所

　
☎
０
１
２
６（
２
２
）１
１
１
９

※
24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
栗
山
警
察
署

　

☎
�
０
１
１
０

　

児
童
虐
待
防
止
の
象
徴
で

あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」

を
広
め
る
運
動
で
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
に
児
童
虐
待

防
止
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

行
動
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

活
動
が
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

運
動
」
で
す
。

　

次
の
場
所
で
オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
ツ
リ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。児
童
虐
待
防
止
を
願
っ

て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
飾

り
付
け
し
、
皆
さ
ん
の
暖
か

い
心
で
、
ツ
リ
ー
を
明
る
い

オ
レ
ン
ジ
色
で
い
っ
ぱ
い
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所　

役
場
新
庁
舎

　

１
階
ロ
ビ
ー

▼
期
間　

11
月
30
日
㈮
ま
で

という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　
　町福祉課福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222

　子どもが虐待死したというニュースを見ても「私の周りは大丈夫」と考えていませんか？泣き声が
聞こえても「他人の家庭のことだし」と気づかないふりをしていませんか？子どもの命を守るため、
私たちができることを今一度考えてみましょう。

児童虐待防止推進月間 です児童虐待防止推進月間 です児童虐待防止推進月間 です11月は…

子どもを虐待から守るのは、地域の人々の「気づき」から

児童虐待
4 つの分類

【身体的虐待】
殴る、蹴る、家の外に
長時間出すなど

【性的虐待】
性的行為を強いる、性
器を見せるなど

【ネグレクト】
食事を与えない、不潔
にする、車の中に放置
するなど

【心理的虐待】
言葉でおどす、無視や
拒 否 的 な 態 度 を と る、
父親から母親などへの
暴力を見せるなど

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

実
施
中

　

　

「光回線サービス」の変更は

　　　　　　  内容を理解してから

【国民生活センター事例より】
　「電力工事のお知らせに訪問したい」と言
われ、契約中の電力会社だと思い話を聞い
た。「この地域は皆、この光回線にしている」
と変更が必要であるかのように言われ、書
類に記入したら、別会社への光回線申込だっ
た。（70 歳代　女性）

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

　「認知症」は特別なものではなく、誰にでも起
こる可能性があります。オレンジカフェは介護
に不安がある方や地域の方が気軽に集い、抱え
ている悩みを相談できる、「憩いの場」です。ど
なたでも参加可能ですので、お気軽にお越しく
ださい。（毎月第３水曜日に開催しています）
　11 月のテーマは「元気の出る体操～寒い季節
を元気に乗り切るために」です。ガーデンハウ
スで人気の介護予防担当職員による体操を行い
ます。身体はもちろん、脳の活性化に効果のあ
る新しい体操も行いますので、ぜひご参加くだ
さい！

【日　時】
　11 月 21 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま（朝日4） 
　☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設

　
　

【日　時】 11 月 16 日・30 日㈮
　　　　   13：00 ～ 16：00

【場　所】 総合福祉センター「しゃるる」
【内　容】

 　札幌弁護士会所属弁護士による法律相談
【申込方法】事前に電話で予約（定員 6 人）
【申込先・問い合わせ】

　町社会福祉協議会  ☎ 72-1322

無料法律相談無料法律相談無料法律相談

◎ＮＴＴ東日本やＮＴＴ西日本から光回線を借
り受けた事業者（光コラボレーション事業者）
の参入が増え、これらが提供する光回線サー
ビス（コラボ光）の相談も寄せられています。
光コラボレーション事業者との契約は、ＮＴ
Ｔ東西との契約ではありません。

◎勧誘されてもすぐに返事をせず、契約先の事
業者名、サービス名など契約内容を確認しま
しょう。内容が理解できない、必要がないと
思った場合は、きっぱり断りましょう。

◎ 困 っ た と き
は、南空知消
費 生 活 相 談
室 に ご 連 絡
ください。

【ひとこと助言】

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第2・4水曜日

13：00
～ 15：00

　
　
　夫やパートナーからの暴力やストーカーなど、
女性の人権に関する悩みごとや心配ごとを法務局
職員や人権擁護委員が対応します。相談無料で秘
密は遵守されます。

【相談日時】 
　11 月 12 日㈪ ～ 16 日㈮　8：30 ～ 19：00
　11 月 17 日㈯・18 日㈰　10：00 ～ 17：00

【相談専用電話】  ☎ 0570-070-810

女性の人権ホットライン女性の人権ホットライン女性の人権ホットライン



　

外
壁
の
塗
装
な
ど
届
け
出
が
必
要

　
　

栗
山
町
景
観
条
例
に
よ
り
一

定
規
模
以
上
の
建
築
物
や
工
作
物

で
、次
に
示
す
工
事
を
す
る
場
合
、

事
前
に
届
け
出
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
届
け
出
の
必
要
な
工
事 

　

新
築・増
改
築・外
観
の
変
更
（
屋

根
や
外
壁
の
張
替
・
塗
装
な
ど
）

※
建
物
の
高
さ
や
色
彩
を
規
制
し
、

景
観
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り
を
行

う
た
め
の
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
先
・
問
い
合
わ
せ 

　

町
建
設
課
技
術
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
３

く
ら
し

　

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

　
　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、

耐
震
改
修
お
よ
び
老
朽
住
宅
の
解

体
工
事
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。 

◆
対
象
者 

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
住
宅

を
所
有
し
て
お
り
、
町
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

※
工
事
後
本
町
に
移
住
予
定
の
場
合

や
、
解
体
工
事
の
場
合
は
、
町
外

の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
工
事

　

町
内
に
事
業
所
の
あ
る
法
人
ま
た

は
町
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
事
業

所
で
、
と
も
に
建
設
業
の
許
可
を

受
け
て
い
る
事
業
所
が
施
工
す
る

工
事

◆
助
成
額

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

工
事
費
の
３
割

（
10
万
円
以
上
の
工
事
で
、
助
成

の
限
度
額
は
30
万
円
） 

②
耐
震
改
修
工
事 

工
事
費
の
２
割

（
50
万
円
以
上
の
工
事
で
、
助
成

の
限
度
額
は
50
万
円
）

③
解
体
工
事 

工
事
費
の
２
割

（
50
万
円
以
上
の
工
事
で
、
助
成

の
限
度
額
は
20
万
円
）

※
工
事
の
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ 

　

町
建
設
課
技
術
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
３

　

11
月
30
日
㈮
は
、
個
人
事
業
税
第

２
期
の
納
期
限
で
す

　
　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
付

書
は
、
８
月
に
第
1
期
分
納
付
書

と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
お

確
か
め
の
上
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
、
空
知
総
合
振
興
局
納
税
課
の

窓
口
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア（
バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
も
の
、

１
枚
の
金
額
が
30
万
円
以
上
の
も

の
を
除
く
）
で
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
手
元
に
納
付
書
が
な
い
場
合

　

再
度
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
延
滞

金
を
納
め
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま

す
。
今
年
度
に
お
申
し
込
み
を
い
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た
だ
き
ま
す
と
、
翌
年
度
か
ら
口

座
振
替
を
開
始
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課

　

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
０
５
５

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

週
間
で
す

　
　

事
業
主
の
皆
さ
ん
。
労
働
保

険
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。
労

働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業
員
の

方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者

の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
な

ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が

直
接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で

す
。農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

町税納期限

11月30日  （金）

納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

固 定 資 産 税　　　　  ④期

国民健康保健税　　　　⑤期

介 護 保 険 料　  　　　⑤期

後期高齢者医療保険料　⑤期
}全てコンビニで

納付ができます。

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n11
November

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

対象世帯 収入基準額

①母子（父子）世帯
※ 18 歳以下の子どものいる世帯

です。

（例：母 40 歳と 13 歳、15 歳の
子ども 2 人）

2,755,000 円以内

② 70 歳以上の一人暮らし高齢者
世帯 1,001,000 円以内

③ 70 歳以上の高齢者夫婦世帯 1,461,000 円以内

④心身障がい児・者のいる世帯Ⅰ
※身体障害者手帳 1、2 級または

精神障害者手帳 1 級のいずれか
の所持が条件です。

（例：父 40 歳、母 38 歳と 13 歳、
15 歳の子ども 2 人）

3,064,000 円以内

⑤心身障がい児・者のいる世帯Ⅱ
※身体障害者手帳 3 級または精神

障害者手帳 2 級のいずれかの所
持が条件です。

（例：父 40 歳、母 38 歳と 13 歳、
15 歳の子ども 2 人）

2,965,000 円以内

⑥心身障がい児・者のいる世帯Ⅲ
※身体障害者手帳 4 ～ 6 級または

療育手帳 A、B または精神障害
者手帳 3 級のいずれかの所持が
条件です。

（例：父 40 歳、母 38 歳と 13 歳、
15 歳の子ども 2 人）

2,765,000 円以内

⑦在宅で寝たきりの方がいる世帯
収入額を問いません。
※収入基準額は生活保護世

帯の約 1.1 倍の収入額以
内です。

⑧児童福祉施設入居者の方がいる
世帯

⑨高齢者福祉施設入所者で無年金
者

【表】歳末たすけあい見舞金対象世帯

※ 70 歳以上の世帯は、②または③の基準額が該当します。

　

 あなたの年金
簡単便利な「ねんきんネット」で

　「ねんきんネット」は、24 時間いつでもどこ
でも、パソコンやスマートフォンからご自身
の年金情報を確認することができるサービス
です。
　また、保険料の納付額、年金見込額（年額）
を一覧で確認できる画面もあり、一目でさま
ざまな情報を確認いただけます。
　「ねんきんネット」で、ご自身の年金記録と
年金受給見込額を確認し、未来の生活設計を
考えてみませんか。

【問い合わせ】
・日本年金機構ホームページ「ねんきんネット」
　http://www.nenkin.go.jp/n_net/

・ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル
　☎ 0570（058）555（ナビダイヤル）

・町住民保健課住民グループ
　☎ 73-7509

国 民 年 金

　

歳
末
た
す
け
あ
い
見
舞
金
を
支
給

　
　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
か
ら
、

支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
に
対
し

て
、
見
舞
金
を
支
給
し
、
み
ん
な

で
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
実
施

し
ま
す
。

◆
対

象

　

生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
、
下

の
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

◆
支
給
額
（
予
定
）

　

正
式
な
支
給
額
（
く
り
や
ま
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
で
支
給
）
は
12
月
開
催

の
配
分
委
員
会
で
決
定

･
対
象
②
・
⑦
の
世
帯　
　

9
千
円

･
対
象
⑧
・
⑨
の
世
帯　
　
５
千
円

･
前
記
以
外
の
世
帯　
１
万
１
千
円

◆
支
給
方
法

　

12
月
下
旬
に
地
域
担
当
民
生
委
員

か
ら
支
給

◆
申
込
方
法

　

11
月
16
日
㈮
（
土
日
、
祝
祭
日
を

除
く
）ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
上
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
付
け
の

「
歳
末
見
舞
金
配
分
申
請
書
」
を

提
出

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２



催
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シ
ニ
ア
向
け
お
仕
事
説
明
会
ｉｎ

く
り
や
ま

　
　

セ
ブ
ン
‒
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
お

よ
び
雇
用
促
進
を
目
的
と
し
て
、

「
お
仕
事
説
明
会
ｉｎ
く
り
や
ま
」

を
開
催
し
ま
す
。
本
事
業
は
栗
山

町
と
セ
ブ
ン
‒
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
と
の
高
齢
者
等
の
地
域
見
守

り
活
動
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
く

事
業
で
す
。

◆
日

時

　

11
月
30
日
㈮　

　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

研
修
室
Ｂ

◆
対
象
者

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
町
内
の
セ

ブ
ン
‒
イ
レ
ブ
ン
各
店
舗
で
働
き

た
い
方

◆
入
場
料　

無
料

◆
定　

員

　

20
人
（
先
着
順
）

◆
申
込
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
29
日
㈭

◆
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
２
２
５
５
）
へ
電
話
で
申

し
込
み

　

報
告
会
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
研
修
」

　
　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の
学

生
４
人
が
、
福
祉
先
進
国
で
あ
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
２
週
間
留
学

し
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
学
ん
だ

こ
と
や
、
日
本
の
福
祉
と
の
違
い

な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

◆
日

時

　

11
月
29
日
㈭

　

午
後
６
時
～
７
時
半

◆
場

所

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　
２
階
２
０
５
教
室

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
事
務
局

　

☎
�
６
０
６
０

　

年
末
調
整
事
業
所
向
け
説
明
会

◆
日

時　

　

11
月
20
日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　
　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
内　
　

容　

　

年
末
調
整
事
務
お
よ
び
源
泉
徴
収

票
・
同
合
計
表
な
ど
の
作
成
に
つ

い
て
の
説
明
会

◆
問
い
合
わ
せ

　

岩
見
沢
税
務
署

　

☎
０
１
２
６（
２
２
）0
8
1
0

　

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
５

　

栗
山
の
教
育
を
語
る
会

　
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

　
　
「
９
月
６
日
、
尊
い
命
が
奪
わ

れ
、
全
道
を
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に

追
い
や
っ
た
「
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
」の
傷
跡
は
未
だ
痛
々
し
い
。

命
を
守
る
た
め
に
、
今
こ
そ
意
識

を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
町

在
住
の
防
災
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
、
栗
山
町
の
防
災
に
ふ
れ
、
命

を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き

こ
と
、準
備
し
て
お
く
べ
き
こ
と
、

そ
の
心
構
え
を
伝
え
ま
す
。

◆
日

時　

　

11
月
15
日
㈬　

　

午
後
6
時
10
分
～
8
時

　
（
開
場
午
後
５
時
50
分
）

◆
場

所　

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

2
階
研

修
室

◆
講
演
テ
ー
マ

　

地
震
と
津
波
が
教
え
て
く
れ
た

こ
と
～
空
振
り
避
難
こ
そ
が
命
を

守
る

◆
講

師

　

北
海
道
防
災
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

三
浦　

浩
さ
ん
（
町
在
住
）

◆
参
加
料

　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
の
教
育
を
語
る
会

　

事
務
局　

泉　

真
沙
子

　

☎
�
５
５
２
９

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
の
方
）
の
た
め
の
医
療
講

演
会

　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
札
幌
支
部
で
は
、
オ
ス

ト
メ
イ
ト
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の

方
を
対
象
と
し
た
医
療
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

◆
医
療
講
演
会

　
「
元
・
医
学
部
教
授
が
ラ
ン
で
大

腸
癌
を
克
服
～
医
療
者
オ
ス
ト
メ

イ
ト
と
し
て
目
指
す
こ
と
～
」

・
講
師

　

元
札
幌
医
大
助
教
授　

現
金
沢
大

名
誉
教
授　

山
本
悦
秀
さ
ん

◆
日　

時

　

11
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
45
分
～
４
時
（
受
付
午

後
１
時
～
）

・
装
具
の
展
示　

午
後
０
時
45
分
～

・
装
具
の
説
明　

午
後
１
時
半
～　

◆
場　

所

　

札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
２

条
６
丁
目
）　

　

☎
0
1
1（
6
4
1
）8
8
5
0

◆
対　

象

　

全
て
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
ご

家
族

◆
参
加
料

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

「もしも」に備えて
　町では、災害に備えてさまざまな対策を行っ
ていますが、大きな災害が発生すると広い範
囲で断水する可能性があります。給水車の到
着まで時間がかかることも予想されますので、
災害時の備えとしてご家庭でも水を備蓄しま
しょう。

【必要な備蓄量（目安）】　　
　１人当たり
⇒１日３リットルを 3 日分　
　合計 9 リットル

【水道水の保管方法】
　清潔で口が閉められる容器に入れ、直射日
光の当たらない涼しいところで保管しましょ
う。水道水の塩素による消毒効果は時間が経
つにつれて減少しますので、3 日程度でくみ替
え、期間が過ぎた水は洗濯などの雑用水にご
利用ください。

【くみ置きのすすめ】
　災害時には、飲み水以外にも多くの生活用
水が必要です。お風呂の残り湯をすぐに捨て
ずにくみ置きしておくと、水洗トイレを流す
などの雑用水に利用できます。

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道
　

無
料
（
申
込
不
要
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
札
幌
支
部
事
務
局
・
中
山　

　

☎
・
F
A
X

　
０
１
１
（
7
6
4
）
2
8
2
4

　

み
ん
な
で
つ
く
る
「
北
海
道

1
5
0
年
事
業
」

◆
日

時

　

11
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
10
分
（
開
場
午

後
０
時
半
～
）

◆
場

所

　

岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
ー
る

◆
講
演
者
・
講
演
テ
ー
マ

◇
前
月
形
町
長　

櫻
庭
誠
二
さ
ん
・

樺
戸
集
治
監
と
北
海
道
開
拓

◇
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
コ
ー

チ　

白
井
一
幸
さ
ん
・
人
を
育
て

る
コ
ー
チ
ン
グ

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
測
量
設
計
業
協
会　

講
演
会

実
行
委
員
会

　

☎
０
１
２
６
（
2
5
）
２
１
１
３

　
司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
」
お
よ

び
公
証
人
に
よ
る
「
遺
言
」
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催

◆
日

時

　

11
月
16
日
㈮

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場

所

　

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局
会
議
室

◆
演

題

①
司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
」（
午

後
１
時
半
よ
り
50
分
程
度
）

②
公
証
人
に
よ
る
「
遺
言
」（
午
後

２
時
半
よ
り
50
分
程
度
）

◆
申
込
方
法

　

左
記
ま
で
連
絡

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

　

☎
0
1
2
6（
２
２
）0
6
1
9

　
「
も
み
じ
窯
」
香
西
信
行
作
陶
展

　
　

町
内
の
御
園
で
「
も
み
じ
窯
」

を
主
宰
す
る
陶
芸
家 

香
西
信
行

一心書道展

11 月　日㈭～　  日㈰
10：00 ～ 17：00

（11 日は 16：00 まで）

【問い合わせ】
　実行委員会事務局　成田
　☎ 72-7058

8 11

さ
ん
の
作
陶
展
を
開
催
し
ま
す
。

◆
期

間

　

11
月
１
日
㈭
～
３
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
場　

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

   

２
階
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

☎
�
３
３
３
３

ま ち の i
n
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厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
職
業

訓
練
指
導
員
講
習（
48
時
間
講
習
）

◆
受
講
資
格

　

技
能
検
定
試
験
の
１
級
お
よ
び
単

一
等
級
の
合
格
者
ほ
か

◆
受
付
期
間

　

12
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

◆
実
施
地
お
よ
び
期
間

・
岩
見
沢
市
（
平
成
31
年
１
月
29
日

～
２
月
６
日
）

・
札
幌
市　
（
平
成
31
年
１
月
17
日

～
25
日
）

・
旭
川
市　
（
平
成
31
年
１
月
21
日

～
29
日
）

・
帯
広
市　
（
平
成
31
年
１
月
23
日

～
31
日
）

◆
受
講
料

　
１
４
０
４
０
円
（
税
込
）

※
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
問
題
集
な
ど
、

別
途
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

　

滝
川
市
流
通
団
地
３
丁
目
6
番

23
号　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

空
知
内

　

☎
0
1
2
5（
2
4
）1
8
8
0

陸・海・空　自衛官等募集
第 5 回自衛官候補生（男女）

【受　付】
　11 月 1 日㈭～ 12 月 11 日㈫

【試験日】　
　12 月 14 日㈮～ 16 日㈰
　　　　（いずれか 1 日）

【年　齢】18 歳～ 32 歳　

高等工科学校生徒（推薦）
【受　付】11 月 1 日㈭～ 30 日㈮
【試験日】平成 31 年 1 月 5 日㈯～ 7 日㈪（いずれか 1 日）

自衛隊の “ 高校 ” で学ぼう！（15 歳、16 歳対象）

高等工科学校生徒（一般）
【受　付】11 月 1 日㈭～平成 31 年 1 月 7 日㈪
【試験日】平成 31 年 1 月 19 日㈯

【問い合わせ】
　自衛隊札幌地方協力本部
　恵庭地域事務所
　☎ 0123-34-5438

【実施団体】
2018 ふれあい広場くりやま実行委員会　

【主催・問い合わせ】
町社会福祉協議会　☎ 72-1322

　ふれあい広場くりやまは、福祉・ボラン
ティア団体などによる出店（飲食コーナー
あり）や会場全店共通の割引券がもらえる
福祉体験スタンプラリーを行います。
　また、羽毛布団、くりやまギフトカード

（1 万円 2 本）やくりやま手打ちそば愛好会
から無償提供される「そば券 10 本」などの
景品を約 80 点用意する “ ふれあい大抽選会 ”
を行います。

日　時　11月11日㈰
 9：00 ～ 14：30

場　所　カルチャープラザ「Eki」

～ 福祉の心 集う ～

【抽選券】
　受け付けで無料配布（1,000 枚：先着順）

【福祉体験スタンプラリー（9：00 ～ 12：00）】
①健康維持エクササイズ
②防災意識啓発体験
③健康チェック
※福祉体験コーナーを 1 つ体験すると、1 つスタン

プがもらえます。
※スタンプ 2 つで 50 円、3 つで 100 円の割引券（全

店共通）になります。スタンプカードは受け付け
で配付しています。

【献血車来訪（10：00 ～ 14：30）】　
　　献血をした方に箱ティッシュ 5 箱と釜飯の素を

プレゼントします。

【日　程】　
9：00 ～社会福祉貢献者表彰式

　10：00 ～栗山めぐみこども園発表
　10：30 ～くりやま手話の会「手話コーラス」
　11：00 ～栗山消費者協会「ファッションショー」
　13：00 ～鼓舞志の会「日本伝統の古典舞踊」
　13：30 ～ふれあい大抽選会

入場無料

2018 ふれあい広場くりやま2018 ふれあい広場くりやま

自衛隊の “ 経験 ” を社会で生かそう！

2018 ふれあい広場くりやま

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

日
時　
　

11
月
11
日

（日
曜
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

場
所　
　

栗
山
寺
（桜
丘
１
）

伝
承
も
ち
つ
き
会

ラビット飯田ライブ in くりやま
【日　程】11 月 23 日㈮　18：30 ～
【入場料】500 円（ワンドリンク付）

大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日）
【日　程】

　11 月 2 日・9 日・16 日・23 日・30 日

ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや各種団体など、商品の展示会など
ご利用をお待ちしています。

根っこの会絵手紙展
　会員皆さんの温かい作品…いただくとなぜか心が安
らぎます。

【日　程】11 月 2 日㈮～ 14 日㈬

子育て応援事業「はじめてのおつかい」
　親から離れてはじめて一人
での「おつかい」に挑戦。

【日　時】
　11 月 3 日㈷　10：00 ～

ぽけっと・くらぶ作品展
　ベットカバーから小物まで 200 点余りのパッチワー
ク作品を展示しています。

【日　程】 11 月 15 日㈭～ 12 月 11 日㈫
※ 16 日㈮は 10：00 から 16:00 までワークショップ「ク
　 ローバーのブローチ」を行います。材料費 300 円で
　 先着 30 人限定となります。

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

１1 月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅
KURIMU PLAZA

4/1 ～ 9/30 の総数
　　　  6,517 件 /

平成 30 年度  ふるさと応援寄附金 栗山町ふるさと応援寄附金への
ご厚意ありがとうございます。86,544,820 円

※上記のうち、平成 30 年北海道胆振東部地震災害ふるさと納税分
9/7 ～ 9/30 の総数
　　　     168 件 / 2,500,820 円

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

【問い合わせ】実行委員長　角田　☎ 72-1093

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n11
November

講

習



町の将来に責任を持つ！
　本町最大のイベントであります「栗山秋
まつり」も終わり、日増しに秋も深まり、
御大師山の紅葉も美しい季節を迎えました。
　今年の秋まつりは、五穀豊穣と町の安
寧を祈願するだけでなく、このたびの胆
振東部地震により、大きな被害を受けた
被災地の皆さんに、ここ栗山から復興に
向けた勇気と元気を届けるという、特別
の意味を持つまつりとして開催しました。
　被災地への配慮として、まつり開催時
間の短縮や節電等に取り組んだこともあ
り、来場者は 3 日間で 15 万人と、昨年よ
りやや少なめでした。（昨年は 18 万 6 千人）
　そのような中ではありましたが、300
店近い露店のほか、天満宮氏子神興会東
風梅渡御や街商組合主催の YOSAKOI ソー
ランや歌謡ショーなどで、まつりを大い
に盛り上げていただきました。
　来年は、火曜日からの平日開催となり
ますが、内容も充実させながら、来場者
数 20 万人を目標に頑張ってまいります。

　10 月は、子どもたちと触れ合う機会が
多くありました。
　9 日に、今年で 8 回目の開催となる「ふ
るさと教育交流会」に、また 13 日と 20 日
には、各小学校の「学芸会」に参加しました。
　ふるさと教育交流会は、地域や学校関係
者などが集い、栗山の教育活動のあり方に
ついて意見交換する場で、今回は栗山高校
生からハサンベツ里山の環境保全活動や町
内の企業・事業所でのインターンシップに
参加しての報告がありました。
　学芸会は、12 年ぶりの参加となりま
したが、子どもたちの頑張る姿、それを
応援し寄り添うご家族や先生の姿を拝見
し、忘れてはならないあの頃の感動が
蘇ってきました。

　次代を担う子どもたちが、ふるさとの
ことを知ること学ぶこと、また、一つの
目標に向かって全員で力を合わせ頑張る
ことは、歴史を紡いでいくために大変重
要なことと思っています。
　子どもたちが、ふるさとに誇りの持て
るまちづくりをすることは、責任世代で
ある私たちの使命であり、町の将来に責
任を持つ仕事をしっかりとしなければな
らないと、決意を新たにしたところです。

　さて、毎年開催しています「まちづく
り懇談会」ですが、12 日までの 10 日間、
町内 25 会場で開催します。
　来年度から 4 年間のまちづくりの指針
となる「第 6 次総合計画後期実施計画」
について、また、大きな町政課題となっ
ています日赤病院の改築問題、商店街の
活性化問題、介護福祉学校の経営・存続
問題、さらにリフト老朽化のため今シー
ズンの利用を取りやめるスキー場の存続
問題などについて、意見交換させていた
だきたいと思っておりますので、多くの
町民皆さんのご参加をお待ちしています。
　本年は、開拓 130 年、町政施行 70 年
の節目の年を迎えたところであり、18 日
に記念式典を挙行します。
　新たなスタートラインに立ち、10 年後
も 20 年後も笑顔が輝きつづけるまちづ
くりに、全力で挑戦してまいりますので、
町民皆さんの一層のお力添えを、よろし
くお願いします。
　私ごとではありますが、9 月末に尿管
結石を発症し、結石が排出されるまで座
薬を手放せない日々を送っていますが、
町民の皆さんは、季節の変わり目ですの
で、くれぐれもご自愛ください。　

栗山町長　佐々木　学

カ ル チ ャ ー プ ラ ザ「Eki」
で行われた第 34 回栗山町
芸術祭の開会式であいさ
つ（10 月 18 日）

こちら
町長室

東京都代々木公園で行わ
れた北海道産直フェアに
出席し販売（10 月 6 日）
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Kuriyama town
9 月 16 日～ 10 月 15 日届出

戸籍のまど

住所 氏名 月日 保護者名

中 里 酒井　浅
あ さ ひ

躍 9/7 吉幸・綾
中央 3 小野寺　陽

あ さ ひ

9/13 啓・麻利亜
朝日 3 藤島　美

み ほ

穂 9/14 義征・綾音
富 士 村中　聖

せ な

菜 9/15 政貴・ちひろ
松風 2 徳野　杏

あ ん

奈
な

9/26 彰・紗綾花
松風 4 村上　美

み お

緒 10/4 信幸・麻衣

おめでた （敬称略）

ご厚意

くりのさとへ

金一封
ときわ町内会（佐藤　正　会長）
藤塚　幸男さん（中里）
山口　茂さん（岩見沢市）

物　品 栗山天満宮　神輿渡御　御一行

慰　問
月見草の会（高橋　澄子　会長）
ビハーラ栗山
傾聴ボランティア（日原富士子　会長）

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風 2）
ケーナの会

寄　附
カインドネスシオミ薬品
エスケイアイファーマシーなの花薬局
JA そらち南コポロの会

物　品
日本たばこ産業
栗山町図書館

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

朝日 4 髙瀨喜美子 64 9/3 敏
松風 4 森　　　茂 80 9/13 本 人
松風 3 河田　キヨ 89 9/16 本 人
朝日 3 長原　克己 68 9/21 本 人
湯 地 河原眞砂子 79 9/26 本 人
松風 2 竹鼻　正男 62 9/27 本 人
円 山 石川　　俊 80 9/27 本 人
桜 山 藤田　節子 85 9/29 淳
中央 2 近藤美代子 89 10/3 本 人
中央 1 松橋　要𠮷 97 10/4 本 人
中央 4 小泉　君子 78 10/8 本 人
朝日 4 坂本　　聡 58 10/14 末 子

おくやみ （敬称略）

人　口　　11,864人   （－18）
　男　　 5,511 人   （－12）
    女　   6,353 人   （－6）
世帯数　　  5,894 世帯 （－9）
※10月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

町へ

金品
「総務寄附金」
（まちづくり）

角田市長　大友　喜助さん（宮城県）
角田市職員互助会長　泉　隆司さん（宮城県）
角田市議会議長　柄目　孝治さん（宮城県）

金品
「 社 会 福 祉 寄

附金」
西脇　クニ子さん（湯地）

社会福祉協議会へ

金一封

中川　純子さん（松風３）
島　栄美子さん（鳩山）
谷口　温松さん（富士）
小田　恵美子さん（中央３）
石川　智幸さん（苫小牧）

　今年も 11 月 3 日をもちまして、なかよし動物園・栗
山公園案内所・かき氷＆フードの店「ぽけっと」は冬季
閉園・閉店します。半年間、ありがとうございました。
★なかよし動物園

「パクパクタイム全員無料」
【日時】11 月 3 日㈷  10：00 ～ 14：00

※お一人様一回限りとなります。
「うさぎふれあいタイム」
【日時】11 月 3 日㈷  10：00 ～ 12：00

だより栗山公園
11 月　クローズイベント　　　　  　　　　　　　　　「感謝祭」

2018 年 11 月号 Vol.128

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者　たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
　URL　http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株
式会社デンソー
ウェーブ」の登
録商標です。

日　程 内　容
11 月 1 日㈭ 栗山営農センターオープニングセレモニー
11 月 1 日㈭ ～ 12 日㈪ まちづくり懇談会
11 月 3 日㈯ 芸能祭・第 52 回栗山町菊花展表彰式
11 月 4 日㈰ 健康づくり講演会
11 月 8 日㈭ JR 室蘭沿線自治体協議会設立総会
11 月 9 日㈮ 道央廃棄物処理組合第 3 回定例会
11 月 10 日㈯ オオムラサキの会創立 30 周年記念事業

【今月の主な動向】
日　程 内　容

11 月 13 日㈫ 地域創生ミーティング
11 月 16 日㈮ カフェ＆バー「くりとくら」オープニングセレモニー
11 月 18 日㈰ 栗山町開拓 130 年・町制施行 70 年記念式典
11 月 19 日㈪ 栗山町生活安全推進協議会
11 月 21 日㈬ 日ハム応援大使 179 市町村選手訪問
11 月 22 日㈭ 南空知葬祭組合議会定例会
11 月 28 日㈬～ 29 日㈭ 全国町村長大会（東京都 NHK ホール）
11 月 30 日㈮ 南空知ふるさと市町村圏組合第 2 回定例会※予定ですので変更となる場合があります。
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「                     」

ふるさと栗山に学び、自信と誇りをはぐくむ

キャリア教育体験発表会

　

本
町
で
は
、
小
中
学
校
と
栗
山
高
校

の
児
童
生
徒
が
、
ふ
る
さ
と
栗
山
の
自

然
や
歴
史
を
通
し
て
自
ら
の
生
き
方
や

職
業
に
つ
い
て
学
ぶ「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

体
験
会
で
は
、
児
童
生
徒
が
職
業
体

験
な
ど
を
通
し
て
学
ん
だ
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
企
業
や
団
体

は
、
社
会
や
職
業
に
つ
い
て
発
表
し
ま

す
。
小
中
高
生
や
企
業
の
方
々
と
、
職

業
や
生
き
方
、
未
来
を
担
う
小
中
高
生

へ
の
期
待
な
ど
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日　
時　
12
月
１
日
㈯

　

午
前
９
時
15
分
～

◆
場　
所　
栗
山
高
校
体
育
館

◆
対　
象　

　

ど
な
た
で
も
来
場
で
き
ま
す

◆
発
表
者　

　
〇
学　
校

　
　

町
内
小
中
学
校
、
栗
山
高
校
、

　
　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　
〇
企
業
・
団
体
ほ
か

　
　

松
原
産
業
㈱
、
小
林
家
、
Ｊ
Ａ　

　
　

そ
ら
ち
南
、㈱
植
物
育
種
研
究
所
、

　
　

空
知
信
金
、町
若
者
定
住
推
進
課
、

　
　

栗
山
町
議
会

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

町
内
各
学
校
、
町
教
育
委
員
会
学
校　
　

　

教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
１
７
）

 

　本年、全国学力状況調査では、町内の小中学生
は、「授業以外の勉強時間が少ない」傾向が見ら
れました。町内の小中学校では、栗山中学校の定
期テスト期間に合わせて家庭学習週間を設定し、
子どもの家庭学習習慣を育む取り組みを行いま
す。保護者の皆さんには、家庭の役割についての
理解をいただき、進んで学習するお子さんの努力
に励ましをいただきますようお願いします。

             　　　　　　　     　　　　　  　11 月 26 日㈪～ 30 日㈮

                                                                                               　　平成 31 年 2 月 25 日㈪～ 3 月 1 日㈮

学習時間は、学年× 10 分＋ 10 分が目安です
〇勉強しやすい環境ですか？
　テレビやゲームのスイッチを切って！

〇勉強の様子を見守っていますか？
　最後までよく頑張ったね！
〇勉強する時間を決めていますか？
　やり抜く力や自制心を高めて！
〇成長にかかわっていますか？
　夢や希望に向かう努力を！

家庭学習のポイント

小中学校  家庭学習週間

キ
ャ
リ
ア
教
育
体
験
発
表
会

（単位：％）

　
　
　
子
ど
も
に
つ
な
が
る
地
域
の
力

　
　

  

ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会

町
地
域
教
育
協
議
会
主
催
の
「
第

８
回
栗
山
町
ふ
る
さ
と
教
育
交

流
会
」
が
、雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町

民
や
教
育
関
係
者
な
ど
１
１
２
人
が
参

加
し
、
第
一
部
で
は
、
栗
山
高
校
の
生

徒
７
人
が
校
外
活
動
、
同
校
の
汐
川
裕

彦
教
頭
が
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
の
取

り
組
み
を
発
表
。
第
二
部
で
は
、
町
開

拓
記
念
館
研
究
員
の
出
南
紘
さ
ん
が

「
栗
山
の
学
校
の
歴
史
」
を
講
演
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

参
加
者
か
ら
教
育
に
関
し
て
活
発
な
意

見
が
出
て
い
ま
し
た
。　
（
10
月
９
日
）

　
　
　
町
の
体
育
事
業
を
全
道
発
表

　
　

  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長
岡
山
さ
ん

第
60
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
研
究
協
議
会
深
川
大
会
が
、

深
川
市
文
化
交
流
ホ
ー
ル
み
・
ら
い
で

行
わ
れ
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長
の

岡
山
典
弘
さ
ん
が
、
町
の
体
育
事
業
の

取
り
組
み
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
少
年
団
活
動
の
取

り
組
み
、
体
育
事
業
の
歴
史
な
ど
に
触

れ
、
岡
山
さ
ん
は
「
ま
ち
の
子
ど
も
た

ち
に
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
、
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
12
日
）

　
　
　
芸
術
の
秋
を
楽
し
む

　
　

  

く
り
や
ま
芸
術
祭

町
総
合
文
化
祭
２
０
１
８
「
第
34

回
く
り
や
ま
芸
術
祭
」
が
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
サ
ー
ク
ル
や
個
人
が

制
作
し
た
絵
画
や
陶
芸
を
は
じ
め
、
手

工
芸
、
木
彫
、
写
真
な
ど
の
力
作
が
勢

ぞ
ろ
い
。
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
５
歳

児
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
絵
画
や
町
内

で
活
動
す
る
芸
術
家
に
よ
る
賛
助
作
品

な
ど
約
４
０
０
点
が
一
堂
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
20
日
に
は
誰
で
も
気

軽
に
茶
道
を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
開

か
れ
ま
し
た
。　
　
（
10
月
18
～
21
日
）

マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

栗山町 検索栗山町 検索

【日　時】平成 31 年 1 月 13 日㈰ 13：00（受付 12:00 ～）
【場　所】カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
【対　象】平成 10 年４月２日から平成 11 年４月１日まで

に生まれた方　※現在、町外在住で参加希望の方は町教育
委員会（☎ 72-1117）にご連絡ください。

【日　時】11 月 23 日㈷・24 日㈯
【場　所】ネイパル砂川　【対　象】　5、6 年生　
【定　員】20 人　　　　   【参加料】  ２, ０００円
【申込先・問い合わせ】

　　町教育委員会社会教育グループ☎ 72-1117

中級リーダー研修参加者募集
　　　　　　　　　　　　　　　　

（申し込み期限 11 月 7 日㈬まで）

平成 31 年栗山町成人式
学校の授業時間以外に、普段（月～金）、
1 日当たりどれくらいの時間、勉強しますか。

100％80％60％40％

全国

栗山

20％

30 分以下
30 分以上
1 時間以上
2 時間以上
3 時間以上

【小学生】

（単位：％）

全国

栗山

100％80％60％40％20％

【中学生】
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ふ
る
さ
と然

教
育
通

自

信VOL.19

◆
日　
時　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

◆
内　
容　
里
山
収
め（
冬
囲
い
な
ど
）

◆
持
ち
物
・
服
装

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
動
き
や

す
い
服
装
、
軍
手
、
長
靴

◆
集
合
場
所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

栗
山
ふ
る
さ
と
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
日　
時　
11
月
10
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

◆
主　
催　
栗
山
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
会

◆
参
加
料　
無
料

◆
場　
所　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

〇
基
調
講
演

演
題　

「
ふ
る
さ
と
を
魅
了
し
た
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
」

　

栗
山
町
教
育
委
員
会

　

前
教
育
長　

鈴
木　

紀
元
さ
ん

〇
フ
ォ
ー
ラ
ム

・「
栗
山
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

　

佐
々
木　

学  

栗
山
町
長

・「
丸
瀬
布
昆
虫
同
好
会
活
動
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丸
瀬
布
昆
虫
同
好
会　

　

佐
藤　

正
美
さ
ん

・「
札
幌
西
岡
に
学
ぶ
」

　

西
岡
水
源
地
を
守
る
会　
　
　
　
　

　

山
田　

三
夫
さ
ん

・「
栗
山
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
歩
み
」

　

栗
山
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
会　
　
　
　

　

高
橋　

慎
さ
ん

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
月
曜

日
を
11
月
か
ら
開
館
し
ま
す
。

◆
開
館
期
間　

　

11
月
か
ら
４
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

◆
利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
運
動
公
園
、
栗
夢
広
場
、
栗
山

公
園
球
場
、
町
民
球
場
、
栗
山
ダ
ム
・

御
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
、
栗
山
公

園
・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
栗
山
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
11
月
４
日
㈰
か
ら
閉
鎖
し
ま
す
。

◆
日　
時　
12
月
９
日
㈰　

午
前
９
時

◆
場　
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〇
全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◆
対　
象　
町
内
会
・
自
治
会
単
位
で

構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
（
構
成
が
困
難

な
場
合
は
複
数
の
町
内
会
・
自
治
会

で
の
合
同
編
成
も
可
能
）

◆
内　
容　
男
女
別
に
よ
る
６
人
制
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◆
申
込
方
法　
各
町
内
会
・
自
治
会
に

送
付
す
る
申
込
用
紙
を
提
出

　

今
年
最
後
の
作
業
日
で
す
。
冬
に

向
け
、
そ
し
て
来
年
の
春
に
向
け
準

備
を
し
ま
す
。

◆
日　
時　
12
月
９
日
㈰　

　

午
前
９
時
～
正
午

◆
場　
所　
開
拓
記
念
館

◆
参
加
料　
２
０
０
円

◆
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

◆
申
込
期
限　

12
月
４
日
㈫

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　

　

開
拓
記
念
館
☎
�
６
０
３
５

〇
親
子
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

◆
構　
成　
大
人
３
人
、
子
ど
も
３
人

以
上
の
チ
ー
ム

◆
内　
容　
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

◆
申
込
方
法　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
直
接
申
し
込
み

【
申
込
期
間
】　
11
月
19
日
㈪
～
28
日
㈬

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
�
６
１
６
１

昨年のミニバレー大会の様子

佐々木  学  町長

前教育長 
鈴木  紀元さん

栗山オオムラサキの会 
高橋  慎さん

11
月
の

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
作
業
日

楽
し
く
体
験
! !

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

◆
日　
時

　
11
月
28
日
㈬
、
12
月
5
日
㈬

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
受
講
料　
１
回
３
０
０
円

◆
持
ち
物　
な
し

◆
定　
員　
20
人

◆
講　
師　

　

弘
愛
鍼
灸
院　

鍼
灸
師

　

瓢
子　

知
宏
さ
ん

◆
申
込
期
限　
11
月
24
日
㈯

 「
い
き
い
き
！
ツ
ボ
ス
ト
レ
ッ
チ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

講
座

「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
・
ク
リ
ス
マ
ス
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
座

◆
日　
時　
12
月
１
日
㈯　

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
受
講
料　
１
３
０
０
円

◆
持
ち
物　
持
ち
帰
り
用
の
袋

◆
定    

員　
10
人

◆
講　
師　
　

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
ア
ー
ツ
認
定
講
師

　

 

堀　

由
美
子
さ
ん

◆
申
込
期
限　
11
月
24
日
㈯

　

趣
味
を
広
げ
て
み
た
い
方
の
た
め

の
講
座
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

「
紙
ひ
も
で
作
る
し
め
飾
り
」
講
座

◆
日　
時　
12
月
15
日
㈯

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
受
講
料　
１
０
０
０
円

◆
持
ち
物　
は
さ
み
、
お
持
ち
の
方

　

は
グ
ル
ー
ガ
ン

◆
定　
員　
10
人

◆
講　
師　
岩
崎　

真
智
子
さ
ん

◆
申
込
期
限　
12
月
７
日
㈮

【
場
所
お
よ
び
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３　

FAX
�
３
３
１
１

【申込先・問い合わせ】
NPO 法人雨煙別学校

☎ 72-1696

図
書
館
へ
行
こ
う

◆
日　
時　
12
月
１
日
㈯

　

午
前
11
時
～
正
午

◆
内　
容　
人
形
劇
、
う
た
あ
そ
び
ほ
か

※
行
事
の
詳
し
い
内
容
は
、
ヤ
ム
・
ニ
・

　

ウ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日　
時  

11
月
11
日
㈰   

午
後
２
時
～

◆
演　
題
「
昭
和
一
桁
生
れ
の
戦
中
・

　

戦
後
～
後
世
へ
の
平
和
と
文
化
財
の

　

保
護
を
願
っ
て
～
」

◆
講　
師　
泉　

晴
夫
さ
ん

平
成
30
年
度
文
化
講
演
会  

開
催

栗
の
子
ク
リ
ス
マ
ス
会   

開
催

◆
日　
時　
11
月
29
日
㈭

　

午
後
６
時
半
～
８
時

※
見
学
・
観
戦
自
由
で
す
。
出
張
「
く

　

り
と
く
ら
」
が
ビ
ブ
リ
オ
カ
フ
ェ
と

　

し
て
同
時
開
催
し
ま
す
。

★
バ
ト
ラ
ー（
発
表
者
）３
人
を
大
募
集
！

◆
対　
象　
小
学
生
以
上

◆
申
込
先　
図
書
館
、
角
田
・
継
立
図

　

書
室
、
移
動
図
書
館
く
り
く
り
号

第
３
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル  

開
催

文
化
の
日
特
別
開
館
し
ま
す
！

◆
日　
時　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

映
画
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
開
催
中

国蝶オオムラサキの幼虫

親
子
も
ち
つ
き
の
集
い

  

全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

  

親
子
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

ス
ポ
ー
ツ
施
設
冬
期
閉
鎖

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
月
曜
日
開
館

　

  30 数年前・・・

  小さなオオムラサキの発見は

  「ふるさと」の原風景を一新した

  新しい歴史風土は、身近な自然織りなす

 ～小川のせせらぎや虫の音にも耳を傾ける温もりの里山に

  気付かされた

　そして人と自然が、子ども達に寄り添いながら・・・

　心育む優しい栗山の空気は、子どもの感性と笑顔が飛び

　交うふるさと世界を官民一体で楽しい夢を追い続けた。

　《瞳かがやく子どもの未来を、みんなで語り羽ばたきたい》

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

オ
イ
ル
に
花
を
入
れ
て
作
る
植
物

標
本
で
す
。

　

紙
ひ
も
と
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
の
紙
バ

ン
ド
で
し
め
飾
り
を
作
り
ま
す
。

☎ 72-6055

　

東
洋
医
学
の
ツ
ボ
を
取
る
の
は
難

し
い
。
で
も
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ら
簡

単
！
ツ
ボ
を
伸
ば
す
こ
と
で
健
康
で

い
き
い
き
し
た
毎
日
を
！
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
先
月
の
第
8
回
ふ
る
さ
と
教

育
交
流
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
栗
山
高
校
の
生

徒
た
ち
が
、
堂
々
と
自
分
た
ち
の

意
見
や
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
て

い
る
姿
に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
質
問
に
対
し
て
も
、
し
っ
か

り
と
考
え
て
話
す
こ
と
が
で
き

る
、
高
校
生
の
頃
の
自
分
に
こ
ん

な
立
派
な
こ
と
を
話
せ
た
だ
ろ
う

か
・
・
・
と
思
い
な
が
ら
聞
い
て

い
ま
し
た
。
将
来
、
町
外
の
人
に
、

出
身
や
ま
ち
の
魅
力
に
つ
い
て

聞
か
れ
た
と
き
、
堂
々
と
ま
ち
の

こ
と
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ

ん
な
大
人
に
栗
っ
子
た
ち
に
は
成

長
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。（
伊
藤
）

▼
表
紙
を
撮
影
す
る
た
め
、
町

の
最
南
端
で
あ
る
滝
下
地
区
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
前
回
掲
載
さ

れ
た
平
成
９
年
11
月
号
の
表
紙
と

比
べ
る
と
、
川
の
水
位
は
下
が
り

ま
し
た
が
、
現
在
も
国
道
２
７
４

号
線
を
通
る
方
々
の
目
に
留
ま
る

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て

行
っ
て
驚
い
た
の
が
、
撮
影
地
周

辺
は
交
通
量
が
多
い
上
、
歩
道
も

駐
車
場
も
無
い
こ
と
で
す
。
景

色
に
気
を
と
ら
れ
て
思
わ
ぬ
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
訪
れ
る
際

は
交
通
安
全
に
十
分
注
意
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
田
畑
）
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町内で「働く」生徒たち

11月号

　栗山中学校（太田康彦校長）の 1 年生による職場体験学
習が 10 月 11 日と 12 日の 2 日間、町内の公共施設や小売店
などで行われました。この学習は、自分たちの将来に夢や希
望を抱き、直接働く人々と接することにより知識や技術・技
能を実感させることを目的に実施。役場にも広報担当として、
1 年 B 組の上利美晴さんと 1 年 C 組の山森琉斗さんが配属
され、取材から記事作成までを体験しました。2 人は慣れな
い仕事に苦戦しながらも、それぞれの取材先で力を発揮。見
事に記事を作ることができました。

職 場 体 験 学 習
平成 30 年 10 月 11 ～ 12 日 栗山中学校

中学生撮影写真①

中学生撮影写真②

中学生撮影写真③


